
Ⅰ．はじめに

　地域圏における環境保全問題を解決するには，森林域（林地）
－農村域（農地）－都市域（市街地）－沿岸域（複合用地）が包
括されている中規模河川流域を単位とするのが妥当であると判断
される（小林・福山，２００２；木平，２００３；吉川，２００４）。このよ
うな条件を満たす日本の中規模河川流域を対象とした樹林地ネッ
トワーク計画が提案されている（黄・今田，２００８）。
　一方，大多数の人々が住む都市に，緑を保全・再生して自然の
メカニズムと調和し，人と自然が共生する緑豊かな自然共生型の
都市づくりが最重要課題として取り上げられるようになった（亀
山，２００４；平田，２００４；恒川，２００５；松尾，２００４；丸田，１９９５）。
それに応じて都市域エコロジカルネットワーク計画が重要視され
るに至った。
　提案されている中規模流域を対象とした樹林地ネットワーク計
画を適切に策定するには，流域内の主要都市域におけるエコロジ
カルネットワーク計画に整合する必要があることから，その整合
性を検討した。

Ⅱ．樹林地ネットワーク計画の概要

　樹林地ネットワーク計画の対象となる中規模流域は，森林の流
域管理システムにおける１５８の森林計画区（森林計画制度研究会，
１９９２）に相当する中規模流域レベルを想定する。したがって，そ
の森林計画区の平均面積約２５万ha（≒国土面積３，７８０万ha/１５８計
画区）を基準とし，２０〜３０万haの河川流域を中規模流域と想定
する（黄・今田，２００８）。
　その中規模流域を対象とした樹林地ネットワークのモデルを示
すと図－１のとおりである（黄・今田，２００８）。この樹林地ネッ
トワークは，４種の骨格軸樹林地（森林・幹川グリーンベルト・

幹線道路グリーンベルト・潮害防備林）と７種の骨格軸連結樹林
地（大支川・大分川・渓畔・総合的防災グリーンベルト等）から
形成されている。
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図－１．樹林地ネットワークのモデル図



Ⅲ．都市域エコロジカルネットワーク計画の概要

　都市域エコロジカルネットワーク計画は，それを包括する広域
エコロジカルネットワーク計画（都府県レベル）とその内部の具
体的な地区エコロジカルネットワーク計画とともに，図－２（亀
山，２００４）のように示されている。
　この図から明らかなように，都市域エコロジカルネットワーク
計画では，広域エコロジカルネットワーク計画と有機的な関連性
をもつ中核地区（緑地保全地区・山林・風致公園等）・拠点地区
（都市公園等）・緩衝地区（農耕地等）とそれらを連結する回廊地
区（樹林・河川等）が設定されている。

Ⅳ．樹林地ネットワーク計画と都市域エコロジカルネッ
トワーク計画との整合性

　日本の中規模流域（２０〜３０万ha）を対象とした樹林地ネット
ワーク計画では，図－１に示すように，都市域に「幹川・幹線道
路グリーンベルト」を配置するように計画されている。なお，こ
こでは，都市域から遊離した「総合的防災グリーンベルト」につ
いてはふれないことにする。
　一方，都市域エコロジカルネットワーク計画では，図－２に示
すように，都府県レベル（６５万ha≒［国土面積３，７８０万ha－北
海道面積８３５万ha］/４６都府県）の広域エコロジカルネットワーク
計画との有機的関連性を配慮しながら，都市域に「回廊地区」
（樹林・河川等）を設定してネットワークを形成する計画となっ
ている。なお，広域エコロジカルネットワーク計画の対象面積は，

中規模流域の樹林地ネットワーク計画対象面積の２〜３倍となっ
ているが，その面積規模の差異は，ここでは問題視しないことに
する。
　したがって，樹林地ネットワーク計画における「幹川・幹線道
路グリーンベルト」と都市域エコロジカルネットワーク計画にお
ける「回廊地区」には密接な関連性があり，この両者が重複するか，
あるいは適切に連結されれば，両計画は整合すると判断される。

Ⅴ．幹川・幹線道路グリーンベルトと回廊地区の整合性

　樹林地ネットワーク計画における幹川・幹線道路グリーンベル
トと，都市域エコロジカルネットワーク計画における回廊地区の
整合性を検討するにあたっては，実際の中規模流域とその流域に
所在する主要都市域を対象とするのが妥当と判断される。
　日本の中規模流域（２０〜３０万ha）における主要都市・幹線道
路等を示すと表－１（黄・今田，２００８）のとおりである。この表
から明らかなように，いずれの流域にも主要都市が下流部あるい
は中流部に所在しており，その都市域の中央部あるいは外縁部を
幹川・幹線道路が通過しているのが通例である。

　ここでは，現地調査等の研究上の利便性等を考慮して，筑後川
流域を対象とする。筑後川流域は，流域面積２８６，０００ha（表－１
参照），幹川流路延長１４３kmで，九州地方の最大河川であり，福
岡県・佐賀県・大分県・熊本県の四県にまたがり，図－３に示す
ように，河口から筑後大堰まで，筑後大堰から夜明ダムまで，夜
明ダムから水源（熊本県瀬の本高原）までの筑後川幹川の集水域
が，それぞれ下流部，中流部，上流部とされている。
　図－３には，筑後川流域内の主要都市（人口）の概略位置（市
役所位置）も併示されているが，それらの主要都市のうち，最大
都市は久留米市であることから，ここでは久留米市都市域を検討
対象とした。
　久留米市（３１万人）は，福岡県内でも福岡市（１３５万人）・北九

九州森林研究　No．６２　２００９．３

２５

図－２．都市域エコロジカルネットワーク計画のイメージ
注）出典（亀山，２００４）の左側楕円内の「都市」を「都市域」に修正して

いる。

表－１．日本の中規模流域（２０〜３０万ha）とその流域に所在する
主要都市・幹線道路等

幹川並行
幹線道路

幹川直交
幹線道路

幹川の都市
域通過状態

主要都市
（人口・万人）

流域面積
（千ha）流域名

１７号線４号線中央部（１４８）東京都荒川区２９４①荒川
１５８号線８号線中央部（２５）福井県福井市２９３②九頭竜川
２１０号線３号線外縁部（３１）福岡県久留米市２８６③筑後川
４１号線８号線外縁部（３６）富山県富山市２７２④神通川
４８６号線２号線外縁部（４３）岡山県倉敷市２６７⑤高梁川
１０２号線７号線外縁部（１９）青森県弘前市２５４⑥岩木川
３９１号線４４号線中央部（２０）北海道釧路市２５１⑦釧路川
１６８号線４２号線外縁部（４）和歌山県新宮市２３６⑧新宮川
４４１号線５６号線外縁部（４）高知県四万十市２２７⑨四万十川
２６８号線１０号線中央部（３７）宮崎県宮崎市２２３⑩大淀川
９号線４３２号線中央部（２０）島根県松江市２０７⑪斐伊川
５３号線３７４号線中央部（１１）岡山県津山市２０５⑫吉井川
１０４号線４５号線外縁部（２５）青森県八戸市２０５⑬馬淵川

注１）流域面積と人口は，理科年表２００８年（国立天文台，２００７）による。
注２）荒川流域の主要都市である荒川区は，荒川区と荒川区に隣接する北

区・足立区・墨田区・台東区の範囲と想定する。
注３）幹線道路は，国道だけでなく県道等の場合がある。
注４）荒川流域の東京都荒川区一帯における４号線（国道）は日光街道，

１７号線（国道）は中山道である。



州市（９９万人）についで第３位の大都市（中核市）であって，そ
の都市域中心部の北部外縁は筑後川幹川に接している。
　その久留米市都市域のエコロジカルネットワーク計画は，久留
米市策定の「緑の基本計画」として図－４のように示されている
（久留米市建設部公園緑地課，２００４）。
　この計画図から明らかなように，都市域のエコロジカルネット
ワーク計画上の回廊地区に相当するのは緑（道路緑化：沿道緑
化）のネットワークの骨格と水（河川環境整備：河畔緑化）の
ネットワークの骨格が主体になるとみなしてさしつかえない。
　図－４に筑後川流域を対象とした樹林地ネットワーク計画上の
幹川グリーンベルト（筑後川幹川河畔林）・幹線道路グリーンベ
ルト（３号線・２１０号線沿道林：表－１参照）の配置計画を重ね
合わせると，久留米市都市域の緑の基本計画にほぼ重複すること
がわかる。なお，２１０号線に接合し，幹川に並行する幹線道路と
して主要地方道２３号線（久留米柳川線）を主として選定した。
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図－３．筑後川流域の概況と主要都市

注）市名に添記されている（　）内数値は人口（万人）を表す

図－４．久留米都市域の緑の基本計画図と樹林地ネット
ワーク計画図



　前述の樹林地ネットワーク計画に応ずる久留米市都市域の緑の
基本計画（都市域エコロジカルネットワーク計画）の現地対応関
係を具体的に示すと表－２のとおりである。

　表－２に示すように，両計画が重複していない部分は，幹川流
路にほぼ並行した幹線道路グリーンベルトの主要地方道２３号線沿
道林である。この沿道林は，筑後川流域に分布する森林域の自然
生態系を都市域のみならず，さらにその下流部の沿岸域（大川市
都市域等）へも誘導する目標をもって樹林地ネットワーク計画上
配置されるものである。久留米市都市域を計画主対象とする緑の
配置計画と差異が生じるのは当然とも考えられる。
　したがって，日本の中規模流域の一つである筑後川流域を対象
とした樹林地ネットワーク計画上の幹川グリーンベルト・幹線道
路グリーンベルトは，その流域内の最大都市域である久留米市都
市域の回廊地区に位置づけられる緑（河畔林も含めて）の骨格軸
に基本的には整合していると判断される。

Ⅵ．おわりに

　以上のように中規模流域の樹林地ネットワーク計画における幹
川グリーンベルト・幹線道路グリーンベルトが，都市域のエコロ
ジカルネットワーク計画における回廊地区として位置づけられて
いる場合は，表－１に示した中規模流域としての荒川流域・荒川
区一帯（美しい緑の町づくり研究会，２００１），神通川流域・富山
市（美しい緑の町づくり研究会，２００１）においても見られる。
　これら以外の１０中規模流域について前述の位置づけを今後検証

する必要はあるが，図－２において基幹回廊地区（広域）として
大河川が例示され，回廊地区（都市域）として河川が例示されて
いることからも，ほぼ同様であると類推される。
　したがって，日本の中規模流域を対象とした樹林地ネットワー
ク計画上の幹川グリーンベルト・幹線道路グリーンベルトは，中
規模流域の上流部・中流部・下流部を通じての骨格軸樹林地であ
ると同時に，都市域エコロジカルネットワーク計画においても，
緑の骨格軸をなす回廊地区としての機能を果たし得ることから，
日本の中規模流域を対象とした樹林地ネットワーク計画と都市域
エコロジカルネットワーク計画は整合し得ると判断される。
　ただし，中規模流域の上流部・中流部・下流部を通じての骨格
軸樹林地である幹線道路グリーンベルトは，都市域においては街
路樹の充実によって代替される場合があるのは，当面においては
やむを得ないと考えるべきであろう。
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表－２．樹林地ネットワーク計画に応ずる久留米市都市域の緑の
基本計画の現地対応関係

久留米市都市域緑の基本計画⇒　樹林地ネットワーク計画

（筑後川河畔）保存樹林⇒　幹川グリーンベルト

　　筑後川河畔林⇒　　筑後川河畔林

緑のネットワークの骨格⇒　幹川直交幹線道路グリーンベルト

　　国道３号線⇒　　国道３号線

緑のネットワークの骨格⇒　幹川並行幹線道路グリーンベルト

　　国道２１０号線⇒　　国道２１０号線

　　櫛原バイパス通り⇒　　櫛原バイパス通り

　　国道２０９号線⇒　　国道２０９号線

　　骨格指定計画外　　主要地方道２３号線


